
Agricultural　Traiming　Ⅰ 90 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科 スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 火曜日　1.2.3.限目

1回目 「農業の基礎」P1-4　ワーク「食と農」

2回目 「野菜の作型と品種生態」P４０-４３、６８－７１、「農業の基礎」P１６０－１６１、ホウレンソウ、コマツ

ナなど葉物の直播、ハーブ類のポット播種、圃場と森林の土壌採取・比較を行う。

3回目
「野菜の作型と品種生態」P８０－９５、高温性果菜類の品種、生
態、栽培方法と、それぞれに適した定植方法を理解する

4回目
「農業の基礎」P４１－４７、害獣の痕跡を探す、対策を知る、電
気柵、防鳥ネット、防鳥糸の設置をする

5回目 「農業の基礎」P１４０－１４３、ジャガイモの収穫期の観察、収穫、正しく保存を行う、でんぷん量に

よる品種の違いを観察し、適切な調理方法を考える

6回目
「野菜の作型と品種生態」P７２－７５、塊根類の品種、生態、栽
培方法と、それぞれに適した定植方法を理解する

7回目
「野菜の作型と品種生態」P２０－３１、春化について学ぶ。春野
菜の収穫。収穫物を使って調理を行う。

8回目
「農業の基礎」P９２－９９、支柱など資材を使いナス科野菜それ
ぞれを仕立て、誘引まで行う。その後の着果を観察する。

9回目
「農業の基礎」P２８－４０、土壌物理性を改善するための管理と
して、明渠づくりを行う。圃場内の高低差を観察する。

10回目
麦の文化、麦の種類や用途について学ぶ。麦を収穫、乾燥を行
う。

11回目
「農業の基礎」P７６－８１、トウモロコシの収穫、試食、麦の焙
煎、試飲

12回目 高温期に適した野菜について知る。オクラの収穫と剪定。

13回目
農業の基礎」P４１－４２、圃場内で土壌病害の観察を行う。そ
の際の対策と、予防策について学ぶ。

14回目

15回目 「野菜の作型と品種生態」P５２－５９、秋冬に向けて、ホームタマネギ、ジャガイモの定植を行う。ニ

ンジンの播種。春ジャガイモとの違いと連作障害について学ぶ。

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 

トウモロコシ収獲 麦茶焙煎・トウモロコシの収穫期の見極め

オクラ収獲 収穫適宜・剪定を知る

土壌病害について 青枯れ・根こぶ病・糸状菌・土壌病害が起こる原因と対策連絡障害

夏野菜管理収穫/評価　（テスト）

ホームタマネギ・秋ジャガイモ植え付け、ニンジンの播種

ジャガイモの収穫　収穫時期の見極め・保存方法

サツマイモとショウガの定植　苗の取り扱い方・圃場による定植方法の違いを学ぶ

麓ベースワークショップ 収穫物を使ってスープを作ろう

収穫祭　収穫物を調理して/地域の人に振る舞い、食と農の繋がりを感じる

圃場排水対策・収穫  土壌基礎/暗渠と明渠に関して学ぶ

麦の収穫 麦茶作り準備

授業計画・内容

オリエンテーション　年間予定の説明　農業基礎(生態学)用語について学ぶ
学校

春野菜播種・土壌フィールドワーク　土壌の違いを理解する　圃場、森林での植生の違いを理解する

夏野菜の定植　ズッキニー・ピーマン・ナス定植

害獣対策・フィールドワーク　獣害（イノシシ・カラス・うさぎ・アライグマ・サル）の特性を知る

2019年無花果栽培開始、2021年無花果有機JAS取得。無花果・キウイフルーツ栽培。　耕作放棄地を開墾し圃場化、農園開園、環境に優しい野菜作りのご提案体験農園アドバイザー

　【到達目標】　

 知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる

 技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業ができる

 キャリア教育　…　農作物の種類や育て方、食べ方まで説明できる

実習
総時間
（単位）

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

【実務経験】

2012年　創価大学大学院工学研究科にて土壌学を専攻。　2年間の研修期間を経て2016年から飯塚市にて独立新規就農。農薬や科学肥料に頼らない有機農法にて露地野菜と水稲60aで営農

科目名
（英）

農業実習Ⅰ
必修
選択

必修 年次 １年次 担当教員 八児　美恵子

授業
形態



Agricultural　Traiming　Ⅱ 90 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科 スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 金曜日　1.2.3.限目

1回目
「農業の基礎」P１６２、「野菜の作型と品種生態」P７６ー７９、春
野菜（スナップエンドウ、レタス、ニンジン、ラディッシュ）の収穫
を行う。

2回目
「農業の基礎」P１６－２１・１６６，栽培技術と被覆資材・防虫ネッ
ト・遮光ネット・不織布・被覆資材の種類の確認し、畝を被覆す
る作業を行う。

3回目
「農業の基礎」P２２－２７、圃場作物の種類と分類の確認、栽培
環境の観察、ピース豆の収穫

4回目
「野菜の作型と品種生態」P４－１９、作型について学ぶ。ナスの
国内、国外の品種を知り、栽培・調理の特性を知る。元肥の施
肥とナスの定植、管理を行う。

5回目
「野菜の作型と品種生態」P５６－５９、にんにくの収穫、調整、
乾燥を行う。

6回目
「農業の基礎」P５６－７１、水田と苗、種もみの選別法の観察と
バケツ苗づくり、水田周辺環境の雑草の観察

7回目
タマネギの産地、品種ごとの収穫方法、調理方法について学
ぶ。晩生タマネギの収穫、乾燥を行う。収穫後の畝の片づけを
行う。

8回目
「農業の基礎」P４８－５４，農業と気候について。イチジクの管
理として誘引、害虫防除を行う。有機JASの認証について学
ぶ。

9回目
夏野菜を収穫し、出荷調整、袋詰めを行う。実際に流通してい
る調整方法、袋詰め方法について学ぶ。

10回目 秋冬野菜について学ぶ。夏野菜の収穫と管理を行う

11回目
カラス、ウサギ、イノシシへの対策を行う。夏野菜の害虫・益虫
について観察する。購入品と栽培品を含めた品種の食べ比べ
を行う

12回目
「野菜の作型と品種生態」P３２－３５、アブラナ科について学
ぶ。ナス科の誘引、切り戻し、追肥を行う。

13回目
農業の基礎」P４４－４５・１１４－１１９、雑草の種類、抑制・利用について観
察、考察する。カボチャの収穫の適期、収穫法、保存について　学ぶ。

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 

防獣、害虫対策/食べ比べ　食べ比べ/購入品・栽培品/ジャガイモ・イチジク・ナス

ブロッコリーの播種、ナス科の管理　切り戻しの実施方法・追肥

カボチャの収穫・雑草学　収穫適宜を知る・保存・雑草について学ぶ

秋冬野菜の管理説明/テスト　書面テスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学
校

テスト振り返り
学校

ニンニクの収穫　収穫時期の見極め・収穫の仕方の仕方・乾燥・貯蔵の仕方を学ぶ

バケツ苗　稲の成長を間近で観察する

タマネギの収穫　穫時期を見極める・乾燥・保存方法を知る

収穫祭　収穫物を調理して/地域の人に振る舞い、食と農の繋がりを感じる

出荷調整　それぞれの野菜に適した出荷方法、袋詰めを学ぶ。

秋冬野菜の作付けについて　秋冬野菜の種類、作付けについて学ぶ

授業計画・内容

圃場オリエン・春野菜収穫　圃場について知る・農具の使い方・安全管理講習　　　　　春野菜収穫（マメ・葉物・人参・ラディッシュ）　　　　4コマ分

栽培技術と資材の使い方　有機農業に関わる資材の種類と利用方法について学ぶ

栽培作物の種類と、ピース豆の収穫　栽培作物の品種と分類を理解する、ピース豆の収獲適期を見極める

トマト・ナスの定植　ナスの品種を知る。元肥料の入れ方。定植方法を学ぶ

2019年無花果栽培開始、2021年無花果有機JAS取得。無花果・キウイフルーツ栽培。　耕作放棄地を開墾し圃場化、農園開園、環境に優しい野菜作りのご提案体験農園アドバイザー

　【到達目標】　

 知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる

 技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業ができる

 キャリア教育　…　農作物の種類や育て方、食べ方まで説明できる

実習
総時間
（単位）

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

【実務経験】

2012年　創価大学大学院工学研究科にて土壌学を専攻。　2年間の研修期間を経て2016年から飯塚市にて独立新規就農。農薬や科学肥料に頼らない有機農法にて露地野菜と水稲60aで営農

科目名
（英）

農業実習　Ⅱ
必修
選択

必修 年次 ２年次 担当教員 八児　美恵子

授業
形態



Agricultural　Traiming　Ⅰ 90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科 スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 火曜日　1.2.3.限目　後期

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 

　圃場大掃除・農具の手入れ農村文化について・

ハウス育苗　夏野菜の育苗について学ぶ

苺ハウス農場見学

ぼかしづくり/堆肥作り

振り返り

お米の食べ比べ　品種と栽培方法の違いを知る

小麦の播種　小麦の歴史・種類・生育を学ぶ

圃場の片付け　次作に向けての管理・適正な圃場維持を学ぶ

収穫祭　収穫物を調理して/地域の人に振る舞い、食と農の繋がりを感じる

ハウス内の整備　みどりクラウド　小松菜栽培

種取り　バタフライピー・オクラなど。固定種とFI種などのタネの違いを学び植物の聖域を理解する

授業計画・内容

後期のオリエンテーション　後期予定の説明・病害虫学①就農講座①

枝豆収穫　収穫適宜を知る・試食を実施・鮮度を感じる・大豆の文化について学ぶ

苺の定植・スナップ播種　スナップエンドウ・苺の品種・栽培について学ぶ

落花生収穫　落花生の収穫適宜を学ぶ・収穫方法・貯蔵を学ぶ

2019年無花果栽培開始、2021年無花果有機JAS取得。無花果・キウイフルーツ栽培。　耕作放棄地を開墾し圃場化、農園開園、環境に優しい野菜作りのご提案体験農園アドバイザー

　【到達目標】　

 知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる

 技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業ができる

 キャリア教育　…　農作物の種類や育て方、食べ方まで説明できる

実習
総時間
（単位）

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

【実務経験】

2012年　創価大学大学院工学研究科にて土壌学を専攻。　2年間の研修期間を経て2016年から飯塚市にて独立新規就農。農薬や科学肥料に頼らない有機農法にて露地野菜と水稲60aで営農

科目名
（英）

農業実習Ⅰ
必修
選択

必修 年次 １年次 担当教員 八児　美恵子

授業
形態



Agricultural　Traiming　Ⅱ 90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科 スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 金曜日　1.2.3.限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 

シュトーレンについて学ぶ/保存食について学ぶ　落花生・ドライ無花果・農業と食の文化につて理解を深め
る

ハウスコマツナ作業・播種

白菜・キャベツの収穫

落ち葉集め/圃場作りフィールドワーク

テスト

タマネギ定植・グリーンピース播種　タマネギの品種の違い・苗の扱い方・定植の仕方について学ぶ

生姜の収穫　収穫適宜を知る・栄養・産地・特性について学ぶ

冬野菜定植　（アブラナ科系の野菜について学ぶカリフラワー・ブロッコリー・キャベツ）

収穫祭　収穫物を調理して/地域の人に振る舞い、食と農の繋がりを感じる

作付計画論　作付け計画と立て方を習得。次年度の作付け契約を建てる

竹伐採・竹チップ作り　地域の課題を理解し、荒廃地の解消・SDGSの取り組み

授業計画・内容

サツマイモ収穫　貯蔵期間違いの食べ比べ・収穫当日

冬野菜の播種/冬野菜フィールドワーク　害虫調査と対策について学ぶ病害虫学①

やちご農場　サツマイモ収穫　就農講座①

冬野菜管理　冬野菜の間引き・土寄せについて学ぶ

2019年無花果栽培開始、2021年無花果有機JAS取得。無花果・キウイフルーツ栽培。　耕作放棄地を開墾し圃場化、農園開園、環境に優しい野菜作りのご提案体験農園アドバイザー

　【到達目標】　

 知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる

 技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業ができる

 キャリア教育　…　農作物の種類や育て方、食べ方まで説明できる

実習
総時間
（単位）

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

【実務経験】

2012年　創価大学大学院工学研究科にて土壌学を専攻。　2年間の研修期間を経て2016年から飯塚市にて独立新規就農。農薬や科学肥料に頼らない有機農法にて露地野菜と水稲60aで営農

科目名
（英）

農業実習　Ⅱ
必修
選択

必修 年次 ２年次 担当教員 八児　美恵子

授業
形態



Year  and　work exhibition 30 開講区分 講義

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目 試作②

8回目 試作③

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

出席率　/　授業内評価

　【使用教科書・教材・参考書】　 

授業計画・内容

オリエンテーション　内容説明

商品考案に向けて　 ①

商品考案に向けて　 ②　原価計算

商品考案に向けて　③

試作①

商品プレゼンテーション　商品決め

販売に向けた準備　　ブース作成

販売に向けた準備　　看板・プライスカード

販売に向けた準備　ディスプレイ

シミュレーショ①

シミュレーショ②

シミュレーシ③

内容・役割分担・委員会決め

・2月のイベントに向けての企画　　販売ブース、他コースとのコラボ商品開発、野菜を使用したスイーツ・ドリンク
・販売ブース　生産、収穫、選定、袋詰め、販売準備、シミュレーション
・他コースのコラボレーション　生産物の選定　生産スケジュールと量の確定
・生産物を使用した加工商品考案

　【到達目標】　

・イベントに向けた、流れを理解し準備することができる
・必要数に対して、生産スケジュールを考えることができる
・販売に対して、お客様への商品をすすめることができるようになる

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 
We　are culinary 進級制作

必修
選択

必修 年次 ３年次 担当教員

授業
形態

座学
総時間
（単位）



60 開講区分 講義演習

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 4 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

テスト回答

実技テスト　/　出席率　/　授業内評価　合計　100点

　【使用教科書・教材・参考書】　 

授業計画・内容

空間について①

テスト

空間について③

空間とインテリアについて①

空間とインテリアについて②

空間とインテリアについて③

色彩とインテリアの組み合わせについて①

色彩とインテリアの組み合わせについて②

色彩とインテリアの組み合わせについて③

色彩とインテリアの組み合わせについて④

理想の空間作り①

理想の空間作り②

理想の空間作り③

空間について②

店舗開業するにする為の空間、インテリア、色彩、配置、カラー等を学ぶことができる

　【到達目標】　

・空間についてを説明することができる　・平面に対してのインテリア配置について説明できる　・色彩別で空間の作り方について説明することができる

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 
空間コーディネート

必修
選択

必修 年次 3年次 担当教員

授業
形態

実習
総時間
（単位）



（Food coordinate） 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 2 曜日・時限

＜具体的な目標＞

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

フードコーディネーター教本

評価方法

受講生への
メッセージ

テスト 筆記試験

まとめ テストの振り返りとまとめ

フードマネジメント 経営の基礎知識について

メニュープランニング メニュープランニングの流れ、事例について

食の企画、構成、演出の流れ 食の企画の流れ、コツについて

食空間とデザイン、店舗設計について

テーブルコーディネート テーブルコーディネートの基本的理論について

テーブルマナーとサービス テーブルマナーとサービスについて

（到達目標） 食に関する基礎を学び知識を深め、自分で仕事を考えて実践する力を身につける。

フードコーディネートの概略 自己紹介及び授業内容について

食の歴史と文化と風土 日本料理、中国料理、西洋料理、その他の国の料理について

　【使用教科書・教材・参考書】　 

教科書

指定参考書

授業計画・内容

食品、食材の知識 肉、魚、豆、野菜、乳、穀物、酒、調味料、加工品について

調理方法と調理機器 調理器具と料理の基本、厨房機器について

小テスト これまでの復習を兼ねた小テストを行います

健康と栄養 栄養素のはたらき

食の安全 食中毒、アレルギー、食品添加物について

食空間のあり方

【授業の学習内容】
　（授業内容）食文化、歴史、健康、栄養、デザイン、コーディネート、経済、経営など、フードスペシャリストに関わる食の分野について
学ぶ。

※実務者経験　：　司会者として活躍。その後、カウンセラー養成やセミナー講師に従事。NPOの立ち上げにも携わる。現在は、今まで
の経験を活かし、司会業並びに大学生や専門学校生に面接指導や接客などの講師として活動中である。
　【到達目標】　

科目名
（英）

フードコーディネート
必修
選択

選択 年次 3 担当教員 伊佐亜希子

授業
形態

講義
総時間
（単位）



Practice for baking1/ Practice for cafe baking 90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 6 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

まとめ：前期でならったパンの総まとめ

定期テストにて技能の到達評価を行う。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

授業計画・内容

実習室の使い方、掃除について：機械捏ね計量～ミキシングの仕方（デモ）、分割丸め

テスト：

菓子①：丸め成形　（メロンパン、ちぎりぱん）

調理①：めん棒練習（ハムマヨ、ウインナーパンめん棒使う成型）

菓子②：包餡①（あんぱん・クリームパン）こしあん　業務用カスタ

調理②：包餡②柔らかフィリングの包餡（カレーパン、じゃがぱん）調理カレーパン・ポテトフレーク使用

食パン：（山食、ホットドッグ）　/小口先生風ホットドッグ

揚げパン生地：フライヤー使用（ねじりドーナツ/リングドーナツ）　　

ケトリング：ベーグル　　/小口先生風ベーグルサンド

イタリア系：（フォカッチャ）　丸フォカッチャポテフレ入り　/小口先生風フォカッチャサンド

リーンな生地：ストレート製法フランス生地・クッペ成形（チーズクッペ、クッペ）

菓子③：伸ばす成形　シナモンロール　ホンダンなどで仕上げまで

テスト対策：分割・丸め

基本生地：機械捏ねの手順について、分割・丸め（丸パン）/メロンパンクッキー生地作成

製パンの基本的な工程、動作、機器や道具の使用法を毎回様々なパンを実習する中で学ぶ。
1つ1つの工程を自分の手や目で確認しながら進めていく。丸めや生地を伸ばすなど、基本的な生地の扱い方を学ぶ。

　【到達目標】　

製パンに必要な道具の使用方法、作業の動作などを毎回の実習で反復することによって習得する。
生地発酵の様子や焼成具合など自分の目や手を使い判別できることを目標とする。
＜具体的な目標＞
目標①　自分で焼成までできるようになる。
目標②　生地の発酵の様子や焼成具合など自分で判別できるようになる。
目標③　成形を一通りできるようになる。
目標④　二次加工ができるようになる

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

製パン実習Ⅰ/　製パン実習
必修
選択

必修 年次   3年次 担当教員

授業
形態

実習
総時間
（単位）



IT technology 30 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 2 曜日・時限 金曜・3限　

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

ITテクノロジー
必修
選択

必修 年次 3 担当教員 児玉のりこ

授業
形態

講義
総時間
（単位）

AI生成について/ライティング基礎/新商品販売を想定して商品紹介文章を作成実習

イベント制作会社にてTV/CM制作に携わる。広告代理店勤務WEBサイト制作ディレクション。
SNSコンサルにて多業種のインスタグラムを伸ばすサポート、企業SNS代行にてアカウント運営実務経験あり
EC展開する上でターゲットを意識したプロモーション戦略、デザイン、画像作成、ライティング、SNSを実践を交えて知識を身につける。

　【到達目標】　

＜具体的な目標＞
ロゴ、チラシ、名刺を自ら制作できる。
商品撮影した素材でツールを使用し編集、画像とPRライティングを作成し販売できるサイト制作できる。

授業計画・内容

オリエンテーション・授業の進め方、目標・講師紹介・マーケティングデザインの目的・webデザインの種類

デザイン基礎と色彩について・会社コンセプト・ロゴ・イメージカラーを学ぶ/リサーチ・ワーク

画像制作ツールCANVAの操作方法/デザイン作成方法を学ぶ/ロゴ・名刺作成実習（作品評価）

広告デザインの種類・WEB広告について/画像保存・拡張子を学ぶ/リサーチ・ワーク

SNS各種の基礎知識/ターゲット別効果のあるデザイン手法を学ぶ/リサーチ・ワーク

画像制作ツールCANVA使用してSNS画像制作/Instagram用スクエア・ストーリーズサイズ作成実習（作品評価）

スマホ写真撮影基礎知識/画像編集・加工について学ぶ(色調・見せ方など）

AI生成画像と作成した文章を使用してCANVAで物販チラシ作成実習①

AI生成画像と作成した文章を使用してCANVAで物販チラシ作成実習②（作品評価）

物販展開を想定してカートツールBASEアカウント作成/販売物品決め・ターゲット・プロモーション展開・売上目標考える

デザインと法律(知的財産権）/BASE成功事例リサーチ・ワーク/BASE作成実践①

BESE作成実践②

BESE作成実践③完成（作品評価）

総まとめ　過去作品をリライト作成実践

作品制作70％・授業態度10％・提出物20％

デザインの知識とツールを使いこなし授業を通してどんどん制作実践してスキルアップしてください。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



IT technology 30 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 2 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

ITテクノロジー
必修
選択

必修 年次 3 担当教員 児玉のりこ

授業
形態

講義
総時間
（単位）

AI生成について/ライティング基礎/新商品販売を想定して商品紹介文章を作成実習

イベント制作会社にてTV/CM制作に携わる。広告代理店勤務WEBサイト制作ディレクション。
SNSコンサルにて多業種のインスタグラムを伸ばすサポート、企業SNS代行にてアカウント運営実務経験あり
EC展開する上でターゲットを意識したプロモーション戦略、デザイン、画像作成、ライティング、SNSを実践を交えて知識を身につける。

　【到達目標】　

＜具体的な目標＞
ロゴ、チラシ、名刺を自ら制作できる。
商品撮影した素材でツールを使用し編集、画像とPRライティングを作成し販売できるサイト制作できる。

授業計画・内容

オリエンテーション・授業の進め方、目標・講師紹介・マーケティングデザインの目的・webデザインの種類

デザイン基礎と色彩について・会社コンセプト・ロゴ・イメージカラーを学ぶ/リサーチ・ワーク

画像制作ツールCANVAの操作方法/デザイン作成方法を学ぶ/ロゴ・名刺作成実習（作品評価）

広告デザインの種類・WEB広告について/画像保存・拡張子を学ぶ/リサーチ・ワーク

SNS各種の基礎知識/ターゲット別効果のあるデザイン手法を学ぶ/リサーチ・ワーク

画像制作ツールCANVA使用してSNS画像制作/Instagram用スクエア・ストーリーズサイズ作成実習（作品評価）

スマホ写真撮影基礎知識/画像編集・加工について学ぶ(色調・見せ方など）

AI生成画像と作成した文章を使用してCANVAで物販チラシ作成実習①

AI生成画像と作成した文章を使用してCANVAで物販チラシ作成実習②（作品評価）

物販展開を想定してカートツールBASEアカウント作成/販売物品決め・ターゲット・プロモーション展開・売上目標考える

デザインと法律(知的財産権）/BASE成功事例リサーチ・ワーク/BASE作成実践①

BESE作成実践②

BESE作成実践③完成（作品評価）

総まとめ　過去作品をリライト作成実践

作品制作70％・授業態度10％・提出物20％

デザインの知識とツールを使いこなし授業を通してどんどん制作実践してスキルアップしてください。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



internet shop 30 開講区分 　前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 2 曜日・時限 火曜・４限/木曜・2限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

ネットショップ検定
必修
選択

必修 年次 3 担当教員 児玉のりこ

授業
形態

講義
総時間
（単位）

売れているショップのコンテンツ研究ワーク・発表

TV・イベント制作会社、広告代理店勤務、企業SNS配信担当の経験から
各種アプリケーション知識とワークを交えて、次世代ＩＴ化社会に向けて
社会現場に出て困らないネットショップ業界の基礎知識を伝える。

　【到達目標】　ネットショップ実務士補検定合格取得を目指す。

＜具体的な目標＞
・通信のしくみについての基礎知識とツールを活用したネットショップ販売にまつわる知識を身につける。
・ネットショップの市場を知り、ショップ運営担当者が行う実務全般を理解する。
・ネットショップの種類、優良店の見極めができる。

授業計画・内容

オリエンテーション/授業の目的・評価基準の説明・受講後のありたい姿の意識統一を図る

ネットショップ業界の市場規模と動向

ビジネスモデルとプレーヤー・大手企業のwebサイトリサーチ

業界情報の読み方、考え方（ディスカッション）

優良ショップについて考えよう：顧客ターゲットを明確にする手法

顧客ターゲットの把握・企業のサイトリサーチ（ディスカッション）

売れるショップに必要なコンテンツ（写真、ライティングの技法）

ネットショップ検定実務士補

独自ドメインとモールの特徴・ショップ運営に必要な職種と役割

Web制作担当者/運営担当者の業務概要と重点ポイント（開店時と運営時）

プロモーション担当者の業務概要と重点ポイント/通販販売の理解を深める（JADMA）

ネットショップ制作できるアプリ・ツールのリサーチ種類を学ぶ

よくあるトラブルと、その予防・ユーザー目線でショップ運営を考えるワーク

検定試験実施

総まとめ/振り返り

ネットショップ検定実務士補教科書予習

実習に必要な理論を確認テストにて３回実施する。提出物と授業態度合わせて評価を行う。さらに、検定試験を行う。
●小テスト（３０％）
●提出物（５０％）
●授業態度（２０％）
割合で成績評価を行う。

EC業界や担当者としてのポイントを重点的に
基礎用語を理解する。実務に活用できる内容で授業を行います。
慣れない用語にもニュースなどアンテナを張って慣れて行きましょう。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



Farming・Getting a joblesson 30 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 2 曜日・時限 木曜日　3限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

就農・就職講座　
必修
選択

必修 年次 ３年次 担当教員 平野　裕恵

授業
形態

実習
総時間
（単位）

6/13　就農について　商品を売り込むためには

　【到達目標】　

授業計画・内容

4/11　就農するための研修先選び①

4/18　就農するための研修先選び②

4/25　就農するには①

5/9　就農するには①

5/16　就農するには①

5/23　就職講座①　復習：履歴書の書き方　給与形態　保険や税金について

5/30　就職講座②　復習：電話のかけ方　メールの対応の仕方　企業訪問のやり方

6/20　就農について　商品を売り込むためには

6/27　就農について　商品を売り込むためには

7/4　就農について　商品を売り込むためには

7/11　就農について　商品を売り込むためには

8/22　就農について①

8/29　就農について②

9/5 レポート提出

どのようなところに研修したいか考えてみましょう

　【使用教科書・教材・参考書】　 



Practical Work of Confection 60 開講区分 前期　

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 4 曜日・時限 木曜日　4.5限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

製菓実習
必修
選択

必修 年次 3年次 担当教員 長沼　沙織　/　平野　裕恵

授業
形態

実習
総時間
（単位）

プリンアラモード　次週分のクッキー生地仕込み

・衛生的に作業ができるようになる
・器具の使い方、生地の特性を学ぶ
・反復練習し技術習得を目指す

　【到達目標】　

衛生・器具の使用法を学び実習をおこなう中で、必要な正確さや指示に従い動くことができ時間管理ができるようになる
〈具体的な目標〉
・衛生面やキツの使用法を学び、指示通りに実習が行える
・器具に対して、使用法を理解し正しく使用できる
・基本的な工程を理解し製造する中での注意点を説明できる

授業計画・内容

ヴィエノワ　クリームブリュレ　次週分クッキー生地仕込み

バターサンド　次週分シュクレ仕込み

フィナンシェ　次週分タルト(ダマンド)とクラフティの土台焼き

チェリーチーズクラフティ　カスタード炊き　フルーツタルト仕上げ

パウンドケーキ　クグロフ

シュークリーム　エクレア

チーズテリーヌ　テリーヌショコラ

ヴィーガンor グルテンフリー系焼菓子

ヴィーガンor グルテンフリー系焼菓子

レアチーズケーキ(フルーツとデセール仕立て)

ピーチメルバ(デセール)

ココナッツメレンゲ、マンゴープリン、次週分クッキー生地仕込み

アイスサンドクッキー　(アイスクリーム)

夏のパフェ　/　レポート提出

包丁ケースを使用しますので、必ず毎回持ってきましょう。　お持ち帰りもありますので、ラップ、ビニール袋、ジップロック等準備していてください。　学校
のラップやビニール袋の使用は禁止です。

総合的な理解度をレポート提出とします
●レポート(４０％）
●出席率(４０％)
●授業態度・身だしなみ(２０％)

みんなの”これから”に少しでも役に立つ経験になるように、美味しく綺麗なデザートを作って楽しい製菓実習にしましょう。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



60 開講区分 講義演習

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 4 曜日・時限

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

・基礎力アップ　　(包丁のメンテナンス、衛生、切り方、効率化、味、盛り付け)　→　お客様目線での料理を行う
・素材に対しての様々な料理法や加工技術を学ぶ

　【到達目標】　

・1年次学んだことを活かす　(技術向上、効率的な作業、完成度アップ)
・学んだ調理法を活かし圃場から持ち帰ったもので調理加工ができる

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

 
フード実習アドバンス

必修
選択

必修 年次 3年次 担当教員

授業
形態

実習
総時間
（単位）

授業計画・内容

葉物野菜を使用した季節料理①

テスト

根菜を使用した季節料理①

根菜を使用した季節料理②

根菜を使用した季節料理③

野菜を中心としたランチプレート①

野菜を中心としたランチプレート②

野菜を中心とした大皿料理①

野菜を中心とした大皿料理②

野菜を中心としたフルコース①

野菜を中心んとしたフルコース②

テスト

野菜を中心んとしたフルコース③

葉物野菜を使用した季節料理②

テスト回答

実技テスト　/　出席率　/　授業内評価　合計　100点

　【使用教科書・教材・参考書】　 



Food exercise(advamced)　/　 60 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 4 曜日・時限 月曜日　4.5限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目 1500円ランチメニューの構成　パスタ

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

販売に向けに特化したメニューの料理構成
学習を通じて、育立て野菜や果物の加工・商品化するスキルを習得する
自分でメニュー考案するスキルを習得する

　【到達目標】　

衛生・器具の使用法を学び実習をおこなう中で、必要な正確さや指示に従い動くことができ時間管理ができるようになる
〈具体的な目標〉
・衛生面や器具の使用法を学び、指示通りに実習が行える
・正確な包丁の使い方を理解し、材料などの特性を知り説明ができる
・基本的な工程を理解し製造する中での注意点を説明することができる

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

フード実習アドバンスⅠ/　
必修
選択

必修 年次 ３年次 担当教員 長野　剛　/　平野　裕恵

授業
形態

実習
総時間
（単位）

授業計画・内容

1500円ランチメニューの構成　パスタ

実技テスト回答

2500円ランチメニューの構成　魚・肉

1500円ランチメニューの構成　パスタ

1500円ランチメニューの構成　パン・米

2500円ランチメニューの構成　魚・肉

1500円ランチメニューの構成　パスタ

1500円ランチメニューの構成　パン・米

2500円ランチメニューの構成　魚・肉

1500円ランチメニューの構成　パン・米

2500円ランチメニューの構成　魚・肉

実技テスト対策

実技テスト

1500円ランチメニューの構成　パン・米

総合的な理解度をレポート提出とします
●実技テスト(４０％）
●出席率(４０％)
●授業態度・身だしなみ(２０％)

基本を学んでいるからこそこれからに少しでも役に立つ経験になるように、楽しみながら取り組みましょう

　【使用教科書・教材・参考書】　 



Agricultural seminarⅡ 90 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 6 曜日・時限 水曜日　１・２・3限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　

科目名
（英）

農業ゼミⅠ
必修
選択

必修 年次 6 担当教員 大石　義昭

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

・植物病理学の基礎⑦（植物の病原体と特徴➂）　・応用昆虫学の基礎⑦（昆虫の生理➂）・微生物利用➀　・生育調査・栽培管理・利用法

１、２年生の農業科目で学んだ事をベースにさらに農業についての知識を深めていきます。様々な農作物の生理生態を知り、その作物の栽培方法を習得します。作
りたい植物を決め、自らが責任持って栽培管理し、その利用法と販売までの６次化について学んでいきます。さらに自分が選んだ食材についての栽培管理方法、特
徴や利用方法の説明と、作ってみての感想や改善点などをまとめます。ＳＤＧｓの１５番「陸の豊かさも守ろう」を目標に、植物を育てる過程において、植物が日々生
長していく姿を見ることで命の凄さや尊さを感じ、農業の担い手になるための知識技術を習得していきます。

※教員経歴
昭和５５年４月福岡県立高等学校の農業の教員としてスタ－トし、平成２９年３月３１日福岡県立嘉穂総合高等学校を退職、同年４月１日より同校で再雇用となり、令
和４年３月３１日で退職。農業では作物、花、果樹、野菜、食品加工、動物を担当した。令和４年４月より同校に講師として勤務している。
　【到達目標】　

過去２年間の農業科目で学んだ植物の生理生態、基礎的な農業技術を基に、様々な作物の具体液な栽培方法を習得し、栽培出来るようになる。
＜具体的な目標＞
・個々の作物（野菜・果樹・草花・ハーブ）の栽培方法について習得する。
・植物の生理生態のメカニズムを理解する。
・栽培用土の種類、名称、特徴と利用法について習得する。
・作物の病害虫の種類とその防除方法について習得する。
・自分が決めた作目は、責任を持って管理、生育調査を行い、スライドにまとめてプレゼン資料を作成することが出来る。

授業計画・内容

・オリエンテ－ション（目的・授業内容・進め方・服装・注意点・心構え・記録簿の作成）  　・植物病理学の基礎➀（植物の病気と植物病理学➀）
・夏野菜、草花の種類　・栽培する作目の選定と、管理。生育調査、プレゼンの資料作成について　　　　　　　　・栽培前圃場、ハーブ園の準備

・植物病理学の基礎➀（植物の病気と植物病理学➁）　・応用昆虫学の基礎➀（昆虫の形態➀）　・夏野菜 　　　　・播種・圃場、ハーブ園の準備

・植物病理学の基礎➁（植物病気と植物病理学➂）・応用昆虫学の基礎➁（昆虫の形態➁）・ハーブ➀　・生育調査・栽培管理、利用法

・植物病理学の基礎➂（植物はどのように病気になるか➀）　・応用昆虫学の基礎➂（昆虫の分類➀）・ハーブ➁　　・生育調査・栽培管理、利用法

・植物病理学の基礎④（植物はどうように病気になるか➁）　・応用昆虫学の基礎④（昆虫の分類➁）・草花➀　   ・ 生育調査・栽培管理、利用法

・植物病理学の基礎➄（植物の病原体と特徴➀）　・応用昆虫学の基礎➄（昆虫の生理➀）・草花➀　　       ・ 生育調査・栽培管理・利用法

・植物病理学の基礎⑥（植物の病原体と特徴➁）　・応用昆虫学の基礎⑥（昆虫の生理➁）・果樹➀・ 生育調査・栽培管理・利用法

　・植物病理学の基礎（発行：農山漁村文化協会）　・応用昆虫学の基礎（発行：農山漁村文化協会）

・植物病理学の基礎⑧（植物の病原体と特徴④）　・応用昆虫学の基礎⑧（殺虫剤の作用機構➀）・農業機械➀　　　 ・生育調査・栽培管理・利用法

・植物病理学の基礎⑨（さまざまな植物の病気➀）・応用昆虫学の基礎⑨（殺虫剤の作用機構➁）・食品流通➀  ・生育調査・栽培管理・利用法

・植物病理学の基礎⑩（さまざまな植物の病気➁）　・応用昆虫学の基礎⑩（昆虫の生態➀）・草花➁　・生育調査・栽培管理・利用法

・植物病理学の基礎⑪（さまざな植物の病気➂）　・応用昆虫学の基礎⑪（昆虫の生態➁）・果樹➁ ・生育調査・栽培管理・利用法

・テスト範囲学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・生育調査・栽培管理・利用法

・テスト（筆記試験・実物鑑定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・生育調査・栽培管理・利用法

・テスト回答・説明　　再テスト　不合格者は再試験　　・前期のまとめ作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生育調査・栽培管理・利用法

・自分が担当している植物は授業がない日も毎日見て、成長していく様子を気に留めるようにしましょう。時には水をやったり、除草したり、害虫が付いて
いたら取るようなど毎日の管理をして下さい。。
・作っている堆肥は担当を決めて毎日かき混ぜて下さい。

３つの項目で評価します。
・筆記試験は、毎回授業で学んだ内容から出題します。　 60％
・実物鑑定　20％
・授業内評価　20％（出席点を含む）

評価基準：試験の点数、出席率、授業中の態度、姿勢、意欲などを基に総合的に評価します。
今まで学んだ植物の基礎基本的な知識を応用し、すでに購入した「植物病理学の基礎」と、「応用昆虫学の基礎」のテキストも活用しながら。具体的に
各々の作物の生育特徴と栽培方法を学んでいきます。またそのほか農業経営や農業機械、微生物基礎、食品流通など、農業に関する内容も学びます。
自分で作物をは収穫までお世話をします。植物栽培で重要な事は毎日見る事です。この授業がない日も作物の様子を観察して下さい。この授業は週に１
回しかありません。遅刻欠席しないようにして下さい。授業でわからないことや自分が担当している作物の事で質問がある場合授業のある日は私に、ない
日は担任の先生に尋ねて下さい。担任の先生を通じてお答えしたいと思っています。即答出来ない質問には次回の授業でお答えします。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



Agricultural Traiming 90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 水曜日　1.2.3.限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

トマト トマトの生育と品種の違いについて理解する。

果樹：イチジクと認証制度 イチジクの生育・管理について学ぶ。農業の認証制度について理解する。

防獣、害虫対策/食べ比べ 害獣と害虫についての被害を確認し、対策について考えることが出来るようになる

ブロッコリーの播種、ナス科の管理 アブラナ科の播種、育苗について学ぶ。ナス科の切り戻し剪定と追肥のタイミングを理解する。

カボチャの収穫 カボチャなどウリ科の収穫適期を知る、雑草について学ぶ

夏野菜管理収穫/評価　（テスト）

テスト振り返り

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 

麦の収穫・気候と農業 麦の収穫適期を理解する。気候と農業の関係を学ぶ

栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

　【到達目標】　

知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる
技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業を一人でできるよういなる
キャリア教育　…　農作物の種類や品種、育成、収穫、調理方法まで説明できる

授業計画・内容

圃場オリエン・春野菜収穫 圃場について知る・農具の使い方・安全管理講習

栽培技術と資材の使い方 有機農業に関わる資材の種類と利用方法について学ぶ

栽培作物の種類と、ピース豆の収穫 栽培作物の品種と分類を理解する、ピース豆の収獲適期を見極める

トマト・ナスの定植 ナス科の夏野菜の特性と品種を知る。管理方法を学ぶ

ニンニクの収穫 ニンニクの生育を理解し、収穫時期の見極めと収穫の仕方方法・乾燥・貯蔵の仕方を学ぶ

バケツ苗 稲の成長を間近で観察し、葉数による管理を理解する

タマネギの収穫 マネギの品種の違いを理解する。収穫時期を見極める・乾燥・保存方法を知る

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

農業ゼミⅰ
必修
選択

必修 年次 3年生 担当教員

授業
形態

実習
総時間
（単位）



Agricultural Traiming 90 開講区分 前期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 水曜日　1.2.3.限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

農業ゼミⅡ
必修
選択

必修 年次 3年生 担当教員

授業
形態

実習
総時間
（単位）

業界研修②

栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

　【到達目標】　

知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる
技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業を一人でできるよういなる
キャリア教育　…　農作物の種類や品種、育成、収穫、調理方法まで説明できる

授業計画・内容

業界研修①

業界研修②

業界研修③

業界研修①

業界研修②

業界研修③

業界研修①

業界研修③

業界研修①

業界研修②

業界研修③

業界研修①

業界研修②

業界研修③

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 



Agricultural Traiming 90 開講区分 後期

学科・ｺｰｽ 農芸テクノロジー科スマート農業＆流通コース 3 曜日・時限 水曜日　1.2.3.限目

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

11回目

12回目

13回目

14回目

15回目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

　【授業の学習内容】　（※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する）

科目名
（英）

農業ゼミⅡ
必修
選択

必修 年次 3年生 担当教員

授業
形態

実習
総時間
（単位）

業界研修②

栽培に必要な基礎・原理原則を学ぶ・土壌の構造等、栽培環境を体系的に学ぶ

　【到達目標】　

知識・・・　作物の種まきから収穫までの流れを覚え説明できる
技術　・・・　土づくり、畝立て、種のまきかたなど基本的な農作業を一人でできるよういなる
キャリア教育　…　農作物の種類や品種、育成、収穫、調理方法まで説明できる

授業計画・内容

業界研修①

業界研修②

業界研修③

業界研修①

業界研修②

業界研修③

業界研修①

業界研修③

業界研修①

業界研修②

業界研修③

業界研修①

業界研修②

業界研修③

本試験：50点　出席点：40点　平常点10点によりA、B、C、Dの４段階で評価
※ABCDの点数内訳は学生便覧「試験規定」を参照

　【使用教科書・教材・参考書】　 


